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雪の新潟矢津地すべりを測る

(その五)

地域と測鶯鶴ぷび地すペリの沿革

ミ矢津地すべり麺は新潟県栃尾市大宇北荷項の刈谷剛11

支流,面谷川支渓の矢津川省岸に起こり地盤変動測定

地域は北緯37.26140"東経138.58130"の東南地点で

荷項中学校を中心とした一帯である.昭和41年11月降

雪期に入り精密測定のための基準点および変動目標測

点の選定と同時にコンクリｰト柱の観測台を構築した.

12月中旬より積雪と結氷期の悪条件の気象のうちに第五

回の観測を行なった｡この地域における地すべりは長

岡土木事務所栃尾分所の資料によれば昭和37年4月融

雪1時に突然繭積8h凱にわたる地すべりが起こり各所

に20～30c搬グ)亀裂を生じ朱津川グ)堰堤防の破壊や25

戸以上の人家が被害をこうむり同年地下集水井筒の応

急防止工事を施工されたが移動は止まず38年4月の融

雪期にまたも地すべりが極度に活発と枚りその後続い

て防止工事を行なっている.

測定の圓的と測定方法

地すべり調査研究のための地質学的研究解明の基礎資

料としてさきぽ箱根火山性地すべりの地表変動の精密

測定を続けてきているがこの度は矢津地域の第三紀層

堆積岩地帯の地すべり研究の一環として地形地質の

特異的な局地部分の地盤変動量を精癌に算出して各種

､ン蔑行

技術部地形課･特殊技術課

地すべり地帯における特殊性を解析しそれに適応した

測定方法の研究を行たい測地学的分野から移動観察を

行ないつつあるが矢津地すべり対策の工事が進むにし

たがい現在は移動も微量となってきているようである.

地形図による矢津川右岸が地すべり対象とされ左岸

北酉部山麓側カ㌧応の安定した地区と推定されている.

局部地域の微量変動を求めるために算出の原点となる

不動原点と不動方向点選定において現地調査の地質学

的資料と能率的た観点から測地学的解析精度をよくする

ため地域内の地形上(1)号地点を不動原点とし(2)号基

準点を不動方向に取った､どのように安定しているか

凌たは静止しているか動いているかの地表変動の絶対

値を求めるためにこの基準点と変動地側に変動目標点

直径45cm長さ2mのコンクリｰト柱を堅固に構築し

その上に観測機と目標的を正確に一致させる中心金具を

固定した.観測台と一連の三角網を構成して一等三

角測量方式に準じた精密三角測量を実施した.観測時

期ごとに決定する基線長は局地的地すべり等の変動測

定に重要な必須条件となるもので安定側ぽ基線場を設

けるよう踏査したが地形上困難であ1)矢津川右岸の平

坦地に選定した.たとえ測定の時期ごとに基線の両端

点が大きく変動していても基線尺が使用可能祖範囲内

においては基線三角と一連となって結ばれている不動
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観測機WILDT8

地すペリ防止工事現場

一夜にして観測台が綿帽子にお

おわれ台の上は氷結しとかす

のに柱やまされる

失津川の右港地すべりの山側

蛾職軸鱗揮;一つ

蕊露'

精癌三魚網の基礎となる塞線場を平たん地に決定

(矢印のところ)

雷刺こおける観測台の構築

観測台に設置した標的と雪中観測のた

めの各種名影を塗付して試作した標的

雪中においてインバｰル

基線尺25皿の中間測定

雪中にうずもれた観測台を掘リ出す

星光点試作標的�
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原点および不動方1句点と同次数の精密三角網により固

定されているから移動量の絶体値算出にはさしっかえた

い.基線長測定には25mインバｰノレ基線尺を用いた.

使用の前後には厳密た比較検定を行なって''その値を明

確にして検定時と同様た条件に基づく可能た限りの補正

を行ないその基線畏を算出決定した.今回は積雪中

の悪条件下ではあったカミ幸い測定時には日照風のわ

ざわいを受けたい状況下で測定ができた.この基線測

定に対して精度と能率向上のため地質調査所において考

案試作した付属設備を用いて実施し好結果が得られた.

角観測に当っては白昼観測を行放ったカミ箱根火山地

帯の移動量観測のときは噴気ガスと地熱の影響をさけ

るため夜間観測を行狂ったものと比較するためで白昼

積雪降雪申の観測影響が結果にいかに響くか比較対

照の資料を得るために一部観測点において夜間観測を

試みる計画であったが時聞的に許されなかった.幸

いに観測時に当り雪空あるいは曇天の目が多かったた

めだいたい目的の観測精度以内た納めることができた.

(5)号点観測実施中一時間照にわざわいされ積雪中太

陽光線による地表面近くの空間におよぼす影響量が明ら

かにされた.また観測機ウィノレドT3の対物鏡に各種

フィルタｰを取付け実験した結果その効果は顕著なも

のが得られたかった.また接眼鏡の倍率を40倍から24

倍に下げることによってこれに対する観測者の目にう

つる感覚には影響が減少される.今回の観測において

観測論定値をテｰプレコｰダｰに記録することを試みた

小型の録音機であったが欠音もたく完全なよい記録を

収めることができた.槻渕手薄の記入点検やまたは

恵まれた条件のもとにおいて熟練技術者が慎重に観測

を行なえば眼視観測法に対する経済的な一試案とも考

えられる一

また白昼雪積上の角観測における目標的に太陽反射光

の変化を除く実験を二次的に資料集収した.太陽の

運動に対する方向を考慮に入れ危暗箱を用いて標的を

包み観測方向に正対し淀窓より工粍夢)球を設けた標

的に電光ランプで照

し巨雛の遠近に応じ

て照明光源を調整し

観測機の望遠鏡に入

る盈光､叔ずメｰシｰ

を観測する試作標的

と箱根火山地域に

おいて夜間観測に使

用した裏面照射方

式のもの両者実験結

果からいずれも二

背面から照明する標的

点間が地表に撰しないところでは夜間観測に似た澄ん

だ像を観測することができた.しかし地表面近くに起

こる太陽反射熱の影響を除くことはむずかしい問題点

である.局地的の小規模な三角網において選点図型

の重量を十分に考慮して観測台を設置すれば三魚形の

閉塞差カミある一方向のみに1"～2"集中したものと仮

定してもその座標におよぼす信頼度は2～3粋を越え

ないことを本実験結果からも証明された.矢津地す

べりに対しては水平方向の変動に重点を置き高低変動

の測定は直接水準法によらず不動原点高を基にしウ

ィノレドT3による間接測定法によった.

測地的成果の検討と今後の方針

矢津地すべり地域において今回の測定は降雪積雪上

の季節に行なったが地形的には標高150m内外の丘陵

地で箱根火山地帯に比べ短時目において金網の観測

を実施することができた.矢潮11を爽んで両岸に変動

地側と安定地側をもって標準四辺形二連によって一個の

網カ海成されこの基準網の解答結果から毎回期ごとの

観測成果を比較変動量から得られる.また原点の安定

度に対する観察は近くに設けられた堰堤の破損亀裂等

の痕跡が認められたい.経過年数から見てこの局地

測定に適した地点と地形上よりも推定できる.不動方

向点に対して前述のように基準点(2)号を選定したが

これを方位標とする原点よりの精密天文方位角観測を

毎期実施してその変化値を比較解折の資料とするため

第一回の観測を計画したが連日の雪空のためその機

を失って残念であった.局地的地盤変動を解析するに

は測地学的天文学的の真方位は必要としないが方

位点に微変動が生じた場合には一連の網の回転を起こす

ことになる.このために精密な天文方位角を応用する

のも実験価値のあるものと考えこの後の観測期ごとに

実施する計画である.水期測定の基線長50mでその比

率精度は136万分の1の値を得た.基準三角網の計算

は基準測台6点を一連とした角辺同時計画の厳密条件

式により求めその座標確率度は白昼観測ではあったが

1～2粋の成果を修めた｡また細部の変動状況把握の

ため一次変動点を前方交会法による精密観測により座

標を決定した.また標高の成果は前述の間接測定方法

によったがその較差1～4粋の程度であった.

爾後の観測成果から比較移動量を算出して第三紀層

堆積岩地帯の地すべり運動の様相の究明につとめるが

今回はとくに雪中における精密観測の影響等の状況を紹

介した.�


